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　中国ではスーパ コーンピュー タの導入と開発が強化されている。2008年11月発表のTOP500リストには、
中国初の100 テラ FLOPS 級のスーパ コーンピュー タ「曙光 5000A」が 10 位にランクインした。TOP500 リ
ストの性能合計の推移をみると、2008 年 11月には我が国の性能合計値に近づくまでに伸びている。ま
た、中国製スーパーコンピュー タに初めて自国製 CPU チップを採用するペタ FLOPS 級スーパーコンピュー
タの開発計画も発表された。スーパ コーンピュー タが国の安全と経済に果たす役割は大きいとの認識から、






化されている。2008 年 11月に発表された TOP500
リスト注 1) には、中国初の100 テラFLOPS 注 2) 級のス
ーパーコンピュータ「曙光 5000A( 英語名：Dawning 
5000A)」が 10 位にランクインしている。また、初めて





















この CPU チップは、65ナノメ トールの微細化プロセス
ルールで製造した4 つのコアを内蔵するもので、すでに
チップは完成し、近く量産に入るとのことである。この
CPU チップに関しては、2008 年 8月に開催された国
際会議「HOT CHIPS 20」において、アー キテクチャに
関する論文が中国科学院計算技術研究所から発表され
ている。
　以上の動きに続いて、2008 年 12月18 日には、中
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国内の10 社が発起機関となる中国高性能計算機産業
連盟が設立された。国の安全と経済にスー パーコンピ




商業計算などの分野で、スー パ コーンピュー タを使用す






























































(注1)TOP500 リスト：1993 年から毎年、6、11 月に発表されており、世
界の高性能なコンピュータの動向を知るものとして多用されている。 
(注 2) FLOPS（フロップス）：コンピュータの処理速度を表す単位であ











性能合計：TOP500 リストに掲載されている中国 ( ま
た日本 ) のシステムの LINPACK 性能を合計したもの。
LINPACK（LINear equations software PACKage) と
は、ベンチマークプログラムであり、主に浮動小数点演算
のための連立一次方程式の解法プログラムである。測定結
果は 1 秒あたりの浮動小数点演算数として表示される。
注1　TOP500リスト：1993年から毎年、6、11月に発
表されており、世界の高性能なコンピュータの動向を知
るものとして多用されている。
注2　FLOPS（フロップス）：コンピュータの処理速度
を表す単位であり、ペタFLOPS（フロップス）は1秒間に
1千兆回の浮動小数点演算を行うコンピュータ能力。同
様に、テラは、1兆回を示す。
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